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野
は
好
物
の
地
酒
を
所
望
。
余
り
の

旨
さ
に
銘
柄
を
問
う
た
。
宿
の
主
人

は
「
松
本
の
在
、
坂
北
村
の〝
山
清
〞

だ
。2
6
0
年
も
続
く
老
舗
の
酒
せ
」

と
答
え
た
。

帰
京
し
た
高
野
は
す
ぐ
さ
ま
作
詞

し
、
小
松
の
許
へ
送
っ
た
。
作
曲
は

斯
界
の
泰
斗
、
信
時
潔
に
。

斯
く
て
米
沢
⇔
高
野
⇔
小
松
の
長

野
師
範
学
校
ト
リ
オ
と
、
高
野
⇔
信

時
の
東
京
音
楽
学
校
コ
ン
ビ
の
連
携

に
よ
る
二
中
校
歌
が
誕
生
し
た
。

「
若
き
我
等
」と
副
題
の
付
い
た
そ

れ
は
、
高
野
が
作
詞
し
た
全
国
百
余

の
校
歌
の
中
で
も
、
最
高
傑
作
の
ひ

と
つ
と
言
え
る
。

県
陵
の
宝
と
も
言
う
べ
き
高
野
作

詞
の
校
歌
を
、
声
高
ら
か
に
斉
唱
す

る
歓
び
と
誇
り
を
県
陵
人
は
持
ち
続

け
た
い
。
同
学
同
窓
の
絆
を
よ
り
強

固
に
、
県
陵
の
さ
ら
な
る
発
展
に
努

め
た
い
も
の
だ
。

以
上
、
虚
実
を
取
り
交
ぜ
て
の
二

中
校
歌
「
若
き
我
等
」
誕
生
物
語
の

滑
稽
譚
で
あ
る
。

て
作
歌
す
る
高
野
だ
が
、
小
松
の
熱

意
に
打
た
れ
来
松
。
自
ら
校
歌
作
詞

の
材
料
を
集
め
た
。

前
日
は
、
山
東
出
兵
で
満
州
に
駐

屯
し
た
松
本
歩
兵
五
十
連
隊
の
将
兵

一
千
余
名
が
凱
旋
。
電
車
通
り
を
兵

営
に
向
う
パ
レ
ー
ド
を
目
の
当
た
り

に
し
た
。
松
本
城
や
名
所
旧
跡
も
巡

り
、
お
城
近
く
の
樋
口
翠
松
堂
に
立

ち
寄
り
、
趣
味
の
書
画
骨
董
に
も
目

を
通
し
た
。

王
ヶ
頭
で
小
半
時
を
過
ご
す
間
に

春
の
嵐
メ
イ
ス
ト
ー
ム
に
も
遭
遇
。

ま
さ
に『
風
が
十
字
に
荒
ぶ
れ
狂
ふ
』

を
実
感
し
た
も
の
だ
。

三
城
か
ら
百
曲
り
コ
ー
ス
で
登
り

帰
路
の
道
程
は
、
武
石
峰
か
ら
袴
越

山
↓
芦
の
田
池
（
美
鈴
湖
）
を
経
て

本
郷
村
浅
間
へ
。
下
浅
間
温
泉
街
の

玉
の
湯
に
止
宿
し
た
。

一
風
呂
浴
び
た
夕
食
の
席
で
、
高
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手づくり朝食と大浴場が人気のホテル

活
発
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

平
成
28
年
7
月
に
開
催
さ
れ
た
総
会

私
は
県
陵
17
期
、
部
活
は
地
学
部

で
し
た
。
最
近
地
学
部
の
O
B
会
が

で
以
下
の
3
人
合
わ
せ
て
お
祝
い
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

谷
川
禅
隆
先
輩
が
平
成
19
年
に
教

誨
師
で
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
、
同

窓
会
報
第
34
号
の
同
窓
生
の
コ
ラ
ム

に
掲
載
さ
れ
た
高
28
回
下
田
力
さ
ん

が
日
本
天
文
学
会
天
文
功
労
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
平
成
28
年
4

月
里
親
会
の
活
動
が
評
価
さ
れ
藍
綬

褒
章
を
受
章
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。現

役
当
時
の
地
学
部
は
活
動
が
活

発
で
、
大
滝
山
の
気
象
観
測
で
は
テ

ン
ト
に
泊
ま
り
込
み
24
時
間
交
代
で

観
測
を
し
ま
し
た
。
梓
川
の
地
質
調

査
で
は
東
京
電
力
の
ダ
ム
が
で
き
る

前
に
調
査
し
よ
う
と
毎
週
沢
渡
〜
稲

核
下
流
ま
で
出
か
け
ま
し
た
。

今
思
う
と
大
学
受
験
を
控
え
た
3

年
生
の
時
も
調
査
と
観
測
で
勉
強
は

殆
ど
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

里
親
に
つ
い
て
言
葉
は
知
っ
て
い

る
が
、
内
容
を
知
ら
な
い
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
少
し
里
親
制
度
の
里

親
に
つ
い
て
触
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

里
親
と
は
児
童
福
祉
法
で
定
め
ら

れ
、
知
事
が
認
定
し
ま
す
。
里
親
に

は
、
養
育
里
親
・
養
子
縁
組
里
親
・

親
族
里
親
の
3
種
類
が
あ
り
要
保
護

児
童
を
家
庭
で
養
育
す
る
も
の
で
す
。

特
に
養
育
の
難
し
い
子
ど
も
は
専
門

里
親
（
養
育
里
親
に
含
ま
れ
る
。）
に

措
置
さ
れ
ま
す
。

養
育
里
親
は
5
年
毎
に
、
専
門
里

親
は
2
年
毎
に
更
新
し
ま
す
。
養
育

里
親
に
は
里
親
手
当
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
乳
児
院
、
養
護
施
設
と
同
じ
立

場
で
す
。

近
年
厚
労
省
で
は
要
保
護
児
童
の

家
庭
養
育
を
推
進
す
る
よ
う
に
都
道

府
県
市
に
通
達
を
出
し
て
お
り
、
長

野
県
も
平
成
25
年
に
社
会
的
養
護
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
に
長

野
県
家
庭
的
養
護
推
進
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
家
庭
養
護
は
家
庭
で
の

生
活
を
通
し
て
愛
着
形
成
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
当
た
り
前
の
生
活
が
で

き
ま
す
。

長
野
県
で
も
児
童
福
祉
法
の
改
正
、

厚
労
省
の
通
達
で
社
会
的
養
護
が
必

要
な
子
ど
も
の
委
託
先
が
里
親
優
先

に
な
り
、
里
親
を
取
り
巻
く
検
討
委

員
会
、
里
親
促
進
事
業
、
里
親
フ
ォ

ー
ラ
ム
と

長
野
県
と

の
打
ち
合

わ
せ
、
検

討
会
が
多

く
少
し
で

も
要
保
護

児
童
の
役

に
立
て
れ

ば
と
思
い

活
動
し
て

お
り
ま
す
。

古
稀
を
迎
え
て

昭和29年11月
高校3年の時
王ヶ頭（2034m）で
校歌を歌う
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